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Ⅰ　注 意 事 項

1　解答用紙に，正しく記入・マークされていない場合は，採点できないことがあ
ります。
₂　この問題冊子は，₂₇ ページあります。
試験中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁及び解答用紙の汚れ等に
気付いた場合は，手を高く挙げて監督者に知らせなさい。
₃　選択問題については，いずれか 2問を選択し，その問題番号の解答欄に解答し
なさい。
₄　問題冊子の余白等は適宜利用してよいが，どのページも切り離してはいけません。
₅　試験終了後，問題冊子は持ち帰りなさい。

Ⅱ　解答上の注意
1　解答は，解答用紙の問題番号に対応した解答欄にマークしなさい。

₂　問題の文中の ア ， イウ などには，特に指示がないかぎり，符号（-），
数字（ 0 ～ ₉），又は文字（ａ～ｄ）が入ります。ア，イ，ウ，…の一つ一つは，�
これらのいずれか一つに対応します。それらを解答用紙のア，イ，ウ，…で示さ
れた解答欄にマークして答えなさい。

（例 1）　 アイウ に-₈aと答えたいとき

ア ― 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 a b c d

イ ― 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 a b c d

ウ ― 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 a b c d

なお，同一の問題文中に ア ， イウ などが ₂度以上現れる場合，原則

として， ₂度目以降は， ア ， イウ のように細字で表記します。

この解答上の注意は，問題冊子の裏表紙にも続きます。問題冊子を裏返して必ず読
みなさい。

試験開始の指示があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。
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数学Ⅱ・数学Ｂ
問　題 選　択　方　法

第 1 問 必　　　答

第 2 問 必　　　答

第 3 問

いずれか ₂ 問を選択し，

解答しなさい。
第 4 問

第 5 問
�

�
�

�
�

�
�

�
�
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（必答問題）　（配点　₃₀）

〔 ₁ 〕　O を原点とする座標平面上に，点 A（₀，-₁）と，中心が O で半径が ₁ の

円 Cがある。円 C上に y座標が正である点 P をとり，線分 OP と x軸の正

の部分とのなす角を i（₀1 i1 r）とする。また，円 C上に x座標が正であ

る点 Q を，つねに+POQ=
2

r となるようにとる。次の問いに答えよ。

⑴　P，Q の座標をそれぞれθを用いて表すと

P アb ， イ l

Q ウb ， エ l

である。 ア 〜 エ に当てはまるも

のを，次の 0 〜 5 のうちから一つずつ選べ。

ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。

0 　sin i 1 　cos i 2 　tan i

3 　-sin i 4 　-cos i 5 　-tan i

第 1 問
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₁
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-₁
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P

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 1 問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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⑵　iは ₀1 i1 rの範囲を動くものとする。このとき線分 AQ の長さ lは

iの関数である。関数 lのグラフとして最も適当なものを，次の 0 〜 9 の

うちから一つ選べ。 オ

0

l
₂

O r i

1

l
₂

O r i

2

l
₂

O r i

3

l
₂

O r i

4

l
₂

O r i

5

l
₂

O r i

6

l
₂

O r i

7

l
₂

O r i

8

l
₂

O r i

9

l
₂

O r i

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 1 問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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〔 ₂ 〕　 ₃ 次関数 xf ] gは，x=-₁ で極小値
3

4
- をとり，x= ₃ で極大値をと

る。また，曲線 y f x= ] gは点（₀，₂）を通る。

⑴　 xf ] gの導関数 f xl] gは カ 次関数であり， f xl] gは

x xキ ク+ -b bl l

で割り切れる。

⑵　 xf ] g=
サ

　ケコ
x₃+ シ x₂+ ス x+ セ である。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 1 問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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⑶　方程式 f x 0=] g は，三つの実数解をもち，そのうち負の解は ソ

個である。

また， xf 0=] g の解を a，b，c（a1 b1 c）とし，曲線 y f x= ] g の 

aE xE bの部分と x軸とで囲まれた図形の面積を S，曲線 y f x= ] gの

bE xE cの部分と x軸とで囲まれた図形の面積を Tとする。

このとき

a
f x dx
c

=] g# タ

である。 タ に当てはまるものを，次の 0 〜 8 のうちから一つ選べ。

0 　 ₀ 1 　S 2 　T 3 　-S 4 　-T

5 　S+ T 6 　S- T 7 　-S+ T 8 　-S- T

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 1 問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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〔 ₃ 〕

⑴　log₁₀ ₂= ₀．₃₀₁₀ とする。このとき，₁₀ チ
= ₂，₂ ツ

= ₁₀ となる。

チ ， ツ に当てはまるものを，次の 0 〜 8 のうちから一つずつ

選べ。ただし，同じものを選んでもよい。

0 　 ₀ 1 　₀．₃₀₁₀ 2 　-₀．₃₀₁₀

3 　₀．₆₉₉₀ 4 　-₀．₆₉₉₀ 5 　
0 3010

1

．

6 　
0 3010

1

．
-  7 　

0 0

1

699．
 8 　

0 6990

1

．
-

⑵　次のようにして対数ものさし A を作る。

₂ 以上の整数 nのそれぞれに対して， ₁ の目盛りから右に log₁₀ n

だけ離れた場所に nの目盛りを書く。

log₁₀ n

log₁₀ ₂

₁ ₂ n

対数ものさし A

…
…

…
…

ⅰ　対数ものさし A において， ₃ の目盛りと ₄ の目盛りの間隔は， ₁ の目

盛りと ₂ の目盛りの間隔 テ 。 テ に当てはまるものを，次の

0 〜 2 のうちから一つ選べ。

0 　より大きい 1 　に等しい 2 　より小さい

対数ものさし A

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 1 問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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また，次のようにして対数ものさし B を作る。

₂ 以上の整数 nのそれぞれに対して， ₁ の目盛りから左に log₁₀ n

だけ離れた場所に nの目盛りを書く。

log₁₀ n

log₁₀ ₂

₁₂n

対数ものさし B

…
…

…
…

ⅱ　次の図のように，対数ものさし A の ₂ の目盛りと対数ものさし B の ₁  

の目盛りを合わせた。このとき，対数ものさし B の bの目盛りに対応

する対数ものさし A の目盛りは aになった。

₁

₁ b

₂ a

対数ものさし A

対数ものさしB

aと bの関係について，いつでも成り立つ式を，次の 0 〜 3 のうちか

ら一つ選べ。 ト

0 　a= b+ ₂  1 　a= ₂b

2 　a= log₁₀（b+ ₂） 3 　a= log₁₀ ₂b

対数ものさし B

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 1 問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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さらに，次のようにしてものさし C を作る。

自然数 nのそれぞれに対して， ₀ の目盛りから左に n log₁₀ ₂ だけ

離れた場所に nの目盛りを書く。

n log₁₀ ₂

log₁₀ ₂

₁ ₀n

ものさし C

…
…

…
…

ⅲ　次の図のように対数ものさし A の ₁ の目盛りとものさし C の ₀ の目

盛りを合わせた。このとき，ものさし C の cの目盛りに対応する対数

ものさし A の目盛りは dになった。

₁

₁₀ c

₂ d

対数ものさし A

ものさしC

cと dの関係について，いつでも成り立つ式を，次の 0 〜 3 のうちか

ら一つ選べ。 ナ

0 　d= ₂c  1 　d= c₂

2 　d= ₂c  3 　c= log₁₀ d

ものさし C

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 1 問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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ⅳ　対数ものさし A と対数ものさし B の目盛りを一度だけ合わせるか，

対数ものさし A とものさし C の目盛りを一度だけ合わせることにする。 

このとき，適切な箇所の目盛りを読み取るだけで実行できるものを，次

の 0 〜 5 のうちからすべて選べ。 ニ

0 　₁₇ に ₉ を足すこと。

1 　₂₃ から ₁₅ を引くこと。

2 　₁₃ に ₄ をかけること。

3 　₆₃ を ₉ で割ること。

4 　 ₂ を ₄ 乗すること。

5 　log₂ ₆₄ の値を求めること。

数学Ⅱ・数学Ｂ
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（必答問題）　（配点　₃₀）

〔 ₁ 〕　₁₀₀ g ずつ袋詰めされている食品 A と B がある。 ₁ 袋あたりのエネルギー 

は食品 A が ₂₀₀ kcal，食品 B が ₃₀₀ kcal であり， ₁ 袋あたりの脂質の含有

量は食品 A が ₄ g，食品 B が ₂ g である。

⑴　太郎さんは，食品 A と B を食べるにあたり，エネルギーは ₁₅₀₀ kcal

以下に，脂質は ₁₆ g 以下に抑えたいと考えている。食べる量（g）の合計が

最も多くなるのは，食品 A と B をどのような量の組合せで食べるときか

を調べよう。ただし，一方のみを食べる場合も含めて考えるものとする。

ⅰ　食品 A を x袋分，食品 B を y袋分だけ食べるとする。このとき，

x，yは次の条件①，②を満たす必要がある。

摂取するエネルギー量についての条件　　 ア ……… ①

摂取する脂質の量についての条件　　　　 イ ……… ②

ア ， イ に当てはまる式を，次の各解答群のうちから一つず

つ選べ。

ア の解答群

0 　₂₀₀x+ ₃₀₀yE ₁₅₀₀ 1 　₂₀₀x+ ₃₀₀yF ₁₅₀₀

2 　₃₀₀x+ ₂₀₀yE ₁₅₀₀ 3 　₃₀₀x+ ₂₀₀yF ₁₅₀₀

イ の解答群

0 　₂x+ ₄yE ₁₆ 1 　₂x+ ₄yF ₁₆

2 　₄x+ ₂yE ₁₆ 3 　₄x+ ₂yF ₁₆

第 2 問

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 2 問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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ⅱ　x，yの値と条件①，②の関係について正しいものを，次の 0 〜 3 の

うちから二つ選べ。ただし，解答の順序は問わない。 ウ ， エ

0 　（x，y）=（₀，₅）は条件①を満たさないが，条件②は満たす。

1 　（x，y）=（₅，₀）は条件①を満たすが，条件②は満たさない。

2 　（x，y）=（₄，₁）は条件①も条件②も満たさない。

3 　（x，y）=（₃，₂）は条件①と条件②をともに満たす。

ⅲ　条件①，②をともに満たす（x，y）について，食品 A と B を食べる量

の合計の最大値を二つの場合で考えてみよう。

食品 A，B が ₁ 袋を小分けにして食べられるような食品のとき，す 

なわち x，yのとり得る値が実数の場合，食べる量の合計の最大値は

オカキ g である。このときの（x，y）の組は，  

x y， ，
ケ

ク

サ

コ
=^ fh pである。

次に，食品 A，B が ₁ 袋を小分けにして食べられないような食品のと

き，すなわち x，yのとり得る値が整数の場合，食べる量の合計の最大

値は シスセ g である。このときの（x，y）の組は ソ 通りある。

⑵　花子さんは，食品 A と B を合計 ₆₀₀ g 以上食べて，エネルギーは ₁₅₀₀ kcal

以下にしたい。脂質を最も少なくできるのは，食品 A，B が ₁ 袋を小分け

にして食べられない食品の場合，A を タ 袋，B を チ 袋食べる

ときで，そのときの脂質は ツテ g である。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 2 問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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〔 ₂ 〕

⑴　座標平面上に点 A をとる。点 P が放物線 y= x₂ 上を動くとき，線分 AP 

の中点 M の軌跡を考える。

ⅰ　点 A の座標が（₀，-₂）のとき，点 M の軌跡の方程式として正しいも

のを，次の 0 〜 5 のうちから一つ選べ。 ト

0 　y= x₂- ₁ 1 　y= ₂x₂- ₁ 2 　y x
2

1
12= -

3 　y x 1= -  4 　y x2 1= -  5 　y x
2

1
1= -

ⅱ　pを実数とする。点 A の座標が（p，-₂）のとき，点 M の軌跡はⅰの

軌跡を x軸方向に ナ だけ平行移動したものである。 ナ に

当てはまるものを，次の 0 〜 5 のうちから一つ選べ。

0 　 p
2

1  1 　p 2 　₂p

3 　 p
2

1
-  4 　-p 5 　-₂p

ⅲ　p，qを実数とする。点 A の座標が（p，q）のとき，点 M の軌跡と放物

線 y= x₂ との共有点について正しいものを，次の 0 〜 5 のうちからす 

べて選べ。 ニ

0 　q= ₀ のとき，共有点はつねに ₂ 個である。

1 　q= ₀ のとき，共有点が ₁ 個になるのは p= ₀ のときだけである。

2 　q= ₀ のとき，共有点は ₀ 個， ₁ 個， ₂ 個のいずれの場合もある。

3 　q1 p₂ のとき，共有点はつねに ₀ 個である。

4 　q= p₂ のとき，共有点はつねに ₁ 個である。

5 　q2 p₂ のとき，共有点はつねに ₀ 個である。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 2 問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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⑵　ある円 C上を動く点 Q がある。下の図は定点 O（₀，₀），A₁（-₉，₀）， 

A₂（-₅，-₅），A₃（₅，-₅），A₄（₉，₀）に対して，線分 OQ，A₁Q，A₂Q，

A₃Q，A₄Q のそれぞれの中点の軌跡である。このとき，円 Cの方程式と

して最も適当なものを，下の 0 〜 7 のうちから一つ選べ。 ヌ

y

x

₅

₅-₅

-₅

A₄A₁

A₂ A₃

O

0 　x₂+ y₂= ₁  1 　x₂+ y₂= ₂

2 　x₂+ y₂= ₄  3 　x₂+ y₂= ₁₆

4 　x₂+（y+ ₁）₂= ₁ 5 　x₂+（y+ ₁）₂= ₂

6 　x₂+（y+ ₁）₂= ₄ 7 　x₂+（y+ ₁）₂= ₁₆

数学Ⅱ・数学Ｂ
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（選択問題）　（配点　₂₀）

昨年度実施されたある調査によれば，全国の大学生の ₁ 日あたりの読書時間の

平均値は ₂₄ 分で，全く読書をしない大学生の比率は ₅₀ ％ とのことであった。

大規模 P 大学の学長は，P 大学生の ₁ 日あたりの読書時間が ₃₀ 分以上であって

欲しいと考えていたので，この調査結果に愕
がく

然とした。そこで今年度，P 大学生

から ₄₀₀ 人を標本として無作為抽出し，読書時間の実態を調査することにした。

次の問いに答えよ。ただし，必要に応じて ₁₉ ページの正規分布表を用いてもよ

い。

⑴　P 大学生のうち全く読書をしない学生の母比率が，昨年度の全国調査の結果

と同じ ₅₀ ％ であると仮定する。

標本 ₄₀₀ 人のうち全く読書をしない学生の人数の平均（期待値）は アイウ

人である。

また，標本の大きさ ₄₀₀ は十分に大きいので，標本のうち全く読書をしない

学生の比率の分布は，平均（期待値）₀． エ ，標準偏差 ₀． オカキ の正

規分布で近似できる。

第 3 問

第 3 問〜第 5 問は，いずれか 2 問を選択し，解答しなさい。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 3 問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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⑵　P 大学生の読書時間は，母平均が昨年度の全国調査結果と同じ ₂₄ 分である

と仮定し，母標準偏差を v分とおく。

ⅰ　標本の大きさ ₄₀₀ は十分に大きいので，読書時間の標本平均の分布は，平

均（期待値） クケ 分，標準偏差 v

コサ
分の正規分布で近似できる。

ⅱ　v= ₄₀ とする。読書時間の標本平均が ₃₀ 分以上となる確率は  

₀． シスセソ である。

また， タ となる確率は，およそ ₀．₁₅₈₇ である。 タ に当ては

まる最も適当なものを，次の 0 〜 5 のうちから一つ選べ。

0 　大きさ ₄₀₀ の標本とは別に無作為抽出する一人の学生の読書時間が ₂₆ 分

以上

1 　大きさ ₄₀₀ の標本とは別に無作為抽出する一人の学生の読書時間が ₆₄ 分

以下

2 　P 大学の全学生の読書時間の平均が ₂₆ 分以上

3 　P 大学の全学生の読書時間の平均が ₆₄ 分以下

4 　標本 ₄₀₀ 人の読書時間の平均が ₂₆ 分以上

5 　標本 ₄₀₀ 人の読書時間の平均が ₆₄ 分以下

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 3 問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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⑶　P 大学生の読書時間の母標準偏差を vとし，標本平均を X とする。P 大学

生の読書時間の母平均mに対する信頼度 ₉₅ ％ の信頼区間を AEmE Bとす

るとき，標本の大きさ ₄₀₀ は十分に大きいので，Aは X と vを用いて

チ と表すことができる。

ⅰ　 チ に当てはまる式を，次の 0 〜 7 のうちから一つ選べ。

0 　X 0 95
20

． #
v

-  1 　X 0 95
400

． #
v

-

2 　X 1 64
20

． #
v

-  3 　X 1 64
400

． #
v

-

4 　X 1 96
20

． #
v

-  5 　X 1 96
400

． #
v

-

6 　X 2 58
20

． #
v

-  7 　X 2 58
400

． #
v

-

ⅱ　母平均mに対する信頼度 ₉₅ ％ の信頼区間 AEmE Bの意味として，最

も適当なものを，次の 0 〜 5 のうちから一つ選べ。 ツ

0 　標本 ₄₀₀ 人のうち約 ₉₅ ％ の学生は，読書時間が A分以上 B分以下で

ある。

1 　P 大学生全体のうち約 ₉₅ ％ の学生は，読書時間が A分以上 B分以下

である。

2 　P 大学生全体から ₉₅ ％ 程度の学生を無作為抽出すれば，読書時間の標

本平均は，A分以上 B分以下となる。

3 　大きさ ₄₀₀ の標本を ₁₀₀ 回無作為抽出すれば，そのうち ₉₅ 回程度は標

本平均がmとなる。

4 　大きさ ₄₀₀ の標本を ₁₀₀ 回無作為抽出すれば，そのうち ₉₅ 回程度は信

頼区間がmを含んでいる。

5 　大きさ ₄₀₀ の標本を ₁₀₀ 回無作為抽出すれば，そのうち ₉₅ 回程度は信

頼区間が X を含んでいる。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 3 問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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数学Ⅱ・数学Ｂ

次の表は，標準正規分布の分布曲線における右図の

灰色部分の面積の値をまとめたものである。

z₀ 0.00 0.01 0.02 0.03 0.04 0.05 0.06 0.07 0.08 0.09

0.0 ₀．₀₀₀₀ ₀．₀₀₄₀ ₀．₀₀₈₀ ₀．₀₁₂₀ ₀．₀₁₆₀ ₀．₀₁₉₉ ₀．₀₂₃₉ ₀．₀₂₇₉ ₀．₀₃₁₉ ₀．₀₃₅₉

0.1 ₀．₀₃₉₈ ₀．₀₄₃₈ ₀．₀₄₇₈ ₀．₀₅₁₇ ₀．₀₅₅₇ ₀．₀₅₉₆ ₀．₀₆₃₆ ₀．₀₆₇₅ ₀．₀₇₁₄ ₀．₀₇₅₃
0.2 ₀．₀₇₉₃ ₀．₀₈₃₂ ₀．₀₈₇₁ ₀．₀₉₁₀ ₀．₀₉₄₈ ₀．₀₉₈₇ ₀．₁₀₂₆ ₀．₁₀₆₄ ₀．₁₁₀₃ ₀．₁₁₄₁
0.3 ₀．₁₁₇₉ ₀．₁₂₁₇ ₀．₁₂₅₅ ₀．₁₂₉₃ ₀．₁₃₃₁ ₀．₁₃₆₈ ₀．₁₄₀₆ ₀．₁₄₄₃ ₀．₁₄₈₀ ₀．₁₅₁₇
0.4 ₀．₁₅₅₄ ₀．₁₅₉₁ ₀．₁₆₂₈ ₀．₁₆₆₄ ₀．₁₇₀₀ ₀．₁₇₃₆ ₀．₁₇₇₂ ₀．₁₈₀₈ ₀．₁₈₄₄ ₀．₁₈₇₉
0.5 ₀．₁₉₁₅ ₀．₁₉₅₀ ₀．₁₉₈₅ ₀．₂₀₁₉ ₀．₂₀₅₄ ₀．₂₀₈₈ ₀．₂₁₂₃ ₀．₂₁₅₇ ₀．₂₁₉₀ ₀．₂₂₂₄

0.6 ₀．₂₂₅₇ ₀．₂₂₉₁ ₀．₂₃₂₄ ₀．₂₃₅₇ ₀．₂₃₈₉ ₀．₂₄₂₂ ₀．₂₄₅₄ ₀．₂₄₈₆ ₀．₂₅₁₇ ₀．₂₅₄₉
0.7 ₀．₂₅₈₀ ₀．₂₆₁₁ ₀．₂₆₄₂ ₀．₂₆₇₃ ₀．₂₇₀₄ ₀．₂₇₃₄ ₀．₂₇₆₄ ₀．₂₇₉₄ ₀．₂₈₂₃ ₀．₂₈₅₂
0.8 ₀．₂₈₈₁ ₀．₂₉₁₀ ₀．₂₉₃₉ ₀．₂₉₆₇ ₀．₂₉₉₅ ₀．₃₀₂₃ ₀．₃₀₅₁ ₀．₃₀₇₈ ₀．₃₁₀₆ ₀．₃₁₃₃
0.9 ₀．₃₁₅₉ ₀．₃₁₈₆ ₀．₃₂₁₂ ₀．₃₂₃₈ ₀．₃₂₆₄ ₀．₃₂₈₉ ₀．₃₃₁₅ ₀．₃₃₄₀ ₀．₃₃₆₅ ₀．₃₃₈₉
1.0 ₀．₃₄₁₃ ₀．₃₄₃₈ ₀．₃₄₆₁ ₀．₃₄₈₅ ₀．₃₅₀₈ ₀．₃₅₃₁ ₀．₃₅₅₄ ₀．₃₅₇₇ ₀．₃₅₉₉ ₀．₃₆₂₁

1.1 ₀．₃₆₄₃ ₀．₃₆₆₅ ₀．₃₆₈₆ ₀．₃₇₀₈ ₀．₃₇₂₉ ₀．₃₇₄₉ ₀．₃₇₇₀ ₀．₃₇₉₀ ₀．₃₈₁₀ ₀．₃₈₃₀
1.2 ₀．₃₈₄₉ ₀．₃₈₆₉ ₀．₃₈₈₈ ₀．₃₉₀₇ ₀．₃₉₂₅ ₀．₃₉₄₄ ₀．₃₉₆₂ ₀．₃₉₈₀ ₀．₃₉₉₇ ₀．₄₀₁₅
1.3 ₀．₄₀₃₂ ₀．₄₀₄₉ ₀．₄₀₆₆ ₀．₄₀₈₂ ₀．₄₀₉₉ ₀．₄₁₁₅ ₀．₄₁₃₁ ₀．₄₁₄₇ ₀．₄₁₆₂ ₀．₄₁₇₇
1.4 ₀．₄₁₉₂ ₀．₄₂₀₇ ₀．₄₂₂₂ ₀．₄₂₃₆ ₀．₄₂₅₁ ₀．₄₂₆₅ ₀．₄₂₇₉ ₀．₄₂₉₂ ₀．₄₃₀₆ ₀．₄₃₁₉
1.5 ₀．₄₃₃₂ ₀．₄₃₄₅ ₀．₄₃₅₇ ₀．₄₃₇₀ ₀．₄₃₈₂ ₀．₄₃₉₄ ₀．₄₄₀₆ ₀．₄₄₁₈ ₀．₄₄₂₉ ₀．₄₄₄₁

1.6 ₀．₄₄₅₂ ₀．₄₄₆₃ ₀．₄₄₇₄ ₀．₄₄₈₄ ₀．₄₄₉₅ ₀．₄₅₀₅ ₀．₄₅₁₅ ₀．₄₅₂₅ ₀．₄₅₃₅ ₀．₄₅₄₅
1.7 ₀．₄₅₅₄ ₀．₄₅₆₄ ₀．₄₅₇₃ ₀．₄₅₈₂ ₀．₄₅₉₁ ₀．₄₅₉₉ ₀．₄₆₀₈ ₀．₄₆₁₆ ₀．₄₆₂₅ ₀．₄₆₃₃
1.8 ₀．₄₆₄₁ ₀．₄₆₄₉ ₀．₄₆₅₆ ₀．₄₆₆₄ ₀．₄₆₇₁ ₀．₄₆₇₈ ₀．₄₆₈₆ ₀．₄₆₉₃ ₀．₄₆₉₉ ₀．₄₇₀₆
1.9 ₀．₄₇₁₃ ₀．₄₇₁₉ ₀．₄₇₂₆ ₀．₄₇₃₂ ₀．₄₇₃₈ ₀．₄₇₄₄ ₀．₄₇₅₀ ₀．₄₇₅₆ ₀．₄₇₆₁ ₀．₄₇₆₇
2.0 ₀．₄₇₇₂ ₀．₄₇₇₈ ₀．₄₇₈₃ ₀．₄₇₈₈ ₀．₄₇₉₃ ₀．₄₇₉₈ ₀．₄₈₀₃ ₀．₄₈₀₈ ₀．₄₈₁₂ ₀．₄₈₁₇

2.1 ₀．₄₈₂₁ ₀．₄₈₂₆ ₀．₄₈₃₀ ₀．₄₈₃₄ ₀．₄₈₃₈ ₀．₄₈₄₂ ₀．₄₈₄₆ ₀．₄₈₅₀ ₀．₄₈₅₄ ₀．₄₈₅₇
2.2 ₀．₄₈₆₁ ₀．₄₈₆₄ ₀．₄₈₆₈ ₀．₄₈₇₁ ₀．₄₈₇₅ ₀．₄₈₇₈ ₀．₄₈₈₁ ₀．₄₈₈₄ ₀．₄₈₈₇ ₀．₄₈₉₀
2.3 ₀．₄₈₉₃ ₀．₄₈₉₆ ₀．₄₈₉₈ ₀．₄₉₀₁ ₀．₄₉₀₄ ₀．₄₉₀₆ ₀．₄₉₀₉ ₀．₄₉₁₁ ₀．₄₉₁₃ ₀．₄₉₁₆
2.4 ₀．₄₉₁₈ ₀．₄₉₂₀ ₀．₄₉₂₂ ₀．₄₉₂₅ ₀．₄₉₂₇ ₀．₄₉₂₉ ₀．₄₉₃₁ ₀．₄₉₃₂ ₀．₄₉₃₄ ₀．₄₉₃₆
2.5 ₀．₄₉₃₈ ₀．₄₉₄₀ ₀．₄₉₄₁ ₀．₄₉₄₃ ₀．₄₉₄₅ ₀．₄₉₄₆ ₀．₄₉₄₈ ₀．₄₉₄₉ ₀．₄₉₅₁ ₀．₄₉₅₂

2.6 ₀．₄₉₅₃ ₀．₄₉₅₅ ₀．₄₉₅₆ ₀．₄₉₅₇ ₀．₄₉₅₉ ₀．₄₉₆₀ ₀．₄₉₆₁ ₀．₄₉₆₂ ₀．₄₉₆₃ ₀．₄₉₆₄
2.7 ₀．₄₉₆₅ ₀．₄₉₆₆ ₀．₄₉₆₇ ₀．₄₉₆₈ ₀．₄₉₆₉ ₀．₄₉₇₀ ₀．₄₉₇₁ ₀．₄₉₇₂ ₀．₄₉₇₃ ₀．₄₉₇₄
2.8 ₀．₄₉₇₄ ₀．₄₉₇₅ ₀．₄₉₇₆ ₀．₄₉₇₇ ₀．₄₉₇₇ ₀．₄₉₇₈ ₀．₄₉₇₉ ₀．₄₉₇₉ ₀．₄₉₈₀ ₀．₄₉₈₁
2.9 ₀．₄₉₈₁ ₀．₄₉₈₂ ₀．₄₉₈₂ ₀．₄₉₈₃ ₀．₄₉₈₄ ₀．₄₉₈₄ ₀．₄₉₈₅ ₀．₄₉₈₅ ₀．₄₉₈₆ ₀．₄₉₈₆
3.0 ₀．₄₉₈₇ ₀．₄₉₈₇ ₀．₄₉₈₇ ₀．₄₉₈₈ ₀．₄₉₈₈ ₀．₄₉₈₉ ₀．₄₉₈₉ ₀．₄₉₈₉ ₀．₄₉₉₀ ₀．₄₉₉₀

正　規　分　布　表
y

z₀ zO
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（選択問題）　（配点　₂₀）

太郎さんと花子さんは，数列の漸化式に関する問題 A，問題 Bについて話し

ている。二人の会話を読んで，下の問いに答えよ。

⑴

問題 A 次のように定められた数列 an" ,の一般項を求めよ。

a₁= ₆，an+₁= ₃an- ₈　　（n= ₁，₂，₃，…）

花子： これは前に授業で学習した漸化式の問題だね。まず，kを定数とし

て，an+₁= ₃an- ₈ を an+₁- k= ₃（an- k）の形に変形するとい

いんだよね。

太郎： そうだね。そうすると公比が ₃ の等比数列に結びつけられるね。

ⅰ　kの値を求めよ。

k= ア

ⅱ　数列 an" ,の一般項を求めよ。

an= イ ・ ウ
n-₁
+ エ

第 4 問

第 3 問〜第 5 問は，いずれか 2 問を選択し，解答しなさい。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 4 問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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⑵

問題 B 次のように定められた数列 bn" ,の一般項を求めよ。

b₁= ₄，bn+₁= ₃bn- ₈n+ ₆　　（n= ₁，₂，₃，…）

花子： 求め方の方針が立たないよ。

太郎： そういうときは，n= ₁，₂，₃ を代入して具体的な数列の様子をみ

てみよう。

花子：b₂= ₁₀，b₃= ₂₀，b₄= ₄₂ となったけど…。

太郎：階差数列を考えてみたらどうかな。

数列 bn" ,の階差数列 pn" ,を，pn= bn+₁- bn（n= ₁，₂，₃，…）と定める。

ⅰ　p₁ の値を求めよ。

p₁= オ

ⅱ　pn+₁ を pn を用いて表せ。

pn+₁= カ pn- キ

ⅲ　数列 pn" ,の一般項を求めよ。

pn= ク ・ ケ
n-₁
+ コ

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 4 問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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⑶　二人は問題 Bについて引き続き会話をしている。

太郎： 解ける道筋はついたけれど，漸化式で定められた数列の一般項の求

め方は一通りではないと先生もおっしゃっていたし，他のやり方も

考えてみようよ。

花子：でも，授業で学習した問題は，問題 Aのタイプだけだよ。

太郎： では，問題 Aの式変形の考え方を問題 Bに応用してみようよ。問題 

Bの漸化式 bn+₁= ₃bn- ₈n+ ₆ を，定数 s，tを用いて

サ = 3 シb l

の式に変形してはどうかな。

ⅰ　qn= シ とおくと，太郎さんの変形により数列 qn" ,が公比 ₃ の等比

数列とわかる。このとき， サ ， シ に当てはまる式を，次の 0 〜 3

のうちから一つずつ選べ。ただし，同じものを選んでもよい。

0 　bn+ sn+ t

1 　bn+₁+ sn+ t

2 　bn+ s（n+ ₁）+ t

3 　bn+₁+ s（n+ ₁）+ t

ⅱ　s，tの値を求めよ。

s= スセ ，t= ソ

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 4 問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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⑷　問題 Bの数列は，⑵の方法でも⑶の方法でも一般項を求めることができ

る。数列 bn" ,の一般項を求めよ。

bn= タ
n-₁
+ チ n- ツ

⑸　次のように定められた数列 cn" ,がある。

c₁= ₁₆，cn+₁= ₃cn- ₄n₂- ₄n- ₁₀　　（n= ₁，₂，₃，…）

数列 cn" ,の一般項を求めよ。

cn= テ ・ ト
n-₁
+ ナ n₂+ ニ n+ ヌ

数学Ⅱ・数学Ｂ
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（選択問題）　（配点　₂₀）

⑴　右の図のような立体を考える。ただし，六つ

の面 OAC，OBC，OAD，OBD，ABC，ABD は 

₁ 辺の長さが ₁ の正三角形である。この立体の

+COD の大きさを調べたい。

線分 AB の中点を M，線分 CD の中点を N

とおく。

aOA= ， bOB= ， cOC= ， dOD= とおくとき，次の問いに答えよ。

ⅰ　次の ア 〜 エ に当てはまる数を求めよ。

OM=
イ

ア
a b+_ i，　ON=

イ

ア
c d+_ i

a b a c a d b c b d・ ・ ・ ・・ = = = = =
エ

ウ

ⅱ　 ₃ 点 O，N，M は同一直線上にある。内積 OA CN・ の値を用いて，  

kON OM= を満たす kの値を求めよ。

k
カ

オ
=

第 5 問

第 3 問〜第 5 問は，いずれか 2 問を選択し，解答しなさい。

O

C

A B

D

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 5 問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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ⅲ　+COD= iとおき，cos iの値を求めたい。次の方針 1または方針 2につ

いて， キ 〜 シ に当てはまる数を求めよ。

d を a，b，c を用いて表すと，

d =
ク

キ
a +

コ

ケ
b c-

であり，c d・ = cos iから cos iが求められる。

OMと ONのなす角を考えると，OM ON OM ON・ = が成り立つ。

ON =
2

シ

サ
+
2

1
cos iであるから，OM ON・ ，OM の値を用い 

 

ると，cos iが求められる。

ⅳ　方針 1または方針 2を用いて cos iの値を求めよ。

cos
ソ

i=
スセ

方針 1

方針 2

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 5 問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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⑵　⑴の図形から，四つの面 OAC，OBC，OAD，OBD だけを使って，下のよ

うな図形を作成したところ，この図形は+AOB を変化させると，それにとも

なって+COD も変化することがわかった。

O

C

A B

D

O

C
A B

D

O
A

B

D O
C

A

B
D

+AOB= a，+COD= bとおき，a2 ₀，b2 ₀ とする。このときも，線分 

AB の中点と線分 CD の中点および点 O は一直線上にある。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第 5 問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ
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ⅰ　aと bが満たす関係式は⑴の方針 2を用いると求めることができる。その

関係式として正しいものを，次の 0 〜 4 のうちから一つ選べ。 タ

0 　cos a+ cos b= ₁

1 　 cos cos1 1 1a b+ + =] ]g g

2 　 cos cos1 1 1a b+ + =-] ]g g

3 　 cos cos1 2 1 2
3

2
a b+ + =] ]g g

4 　 cos cos1 1
3

2
a b =- -] ]g g

ⅱ　a= bのとき，a= チツ ℉ であり，このとき，点 D は テ にある。 

チツ に当てはまる数を求めよ。また， テ に当てはまるものを，次

の 0 〜 2 のうちから一つ選べ。

0 　平面 ABC に関して O と同じ側

1 　平面 ABC 上

2 　平面 ABC に関して O と異なる側

数学Ⅱ・数学Ｂ



また，「すべて選べ」と指示のある問いに対して，複数解答する場合は，同じ解

答欄に符号，数字又は文字を複数マークしなさい。例えば， エ と表示のあ

る問いに対して 1， 4と解答する場合は，次の（例 ₂）のように解答欄エの 1， 4

にそれぞれマークしなさい。

（例 ₂）

エ ― 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 a b c d

₃　分数形で解答する場合，分数の符号は分子につけ，分母につけてはいけません。

例えば，
キ

　
に

5

4
- と答えたいときは，

5

4- として答えなさい。

また，それ以上約分できない形で答えなさい。

例えば，
4

3 と答えるところを，
8

6 のように答えてはいけません。

₄　小数の形で解答する場合，指定された桁数の一つ下の桁を四捨五入して答えな

さい。また，必要に応じて，指定された桁まで 0にマークしなさい。

例えば， ク ． ケコ に ₂．₅と答えたいときには，₂．₅0として答えなさい。

₅　根号を含む形で解答する場合，根号の中に現れる自然数が最小となる形で答え

なさい。

例えば， サ シ に 24 と答えるところを，2 8 のように答えて

はいけません。

オカ


